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	応用
	抗原情報
	背景
	正常な細胞では、DNAはヒストンやその他の核タンパク質と密接に会合してクロマチンを形成します。クロマチンのリモデリングは転写制御の重要な要素であると考えられており、このリモデリングの主な原因はヌクレオソームヒストンのアセチル化です。ヒストンのアミノ末端テールドメインにおけるリジン残基のアセチル化は、ヌクレオソーム構造のアロステリック変化を引き起こし、DNAの転写因子へのアクセス性を高めます。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	HDAC2 抗体を使用した K562、C6、3T3 溶解物中の HDAC2 のウエスタン ブロット分析。
	

	HDAC2抗体とDAPI（青）を用いたHela中のHDAC2（緑）の免疫細胞化学分析
	

	HDAC2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

